
(57)【要約】

　【課題】　内視鏡挿入部の先端部に設けたフード部材

内に滞留する流体や汚物を効果的に除去排出する内視鏡

装置を提供する。

　【解決手段】　管腔内に挿入される内視鏡挿入部６の

先端部５に先端フード部材４を設け、内視鏡挿入部６の

先端部５の先端面２０に軸芯から偏芯させた位置に設け

た観察光学系入射端１及び吸気吸水機能を有する鉗子チ

ャンネル開口部３と、観察光学系入射端１に送気送水す

る送気送水ノズル７と、観察光学系入射端１と送気送水

ノズル７とを結んだ線により分割された先端面２０の鉗

子チャンネル開口部３から離れたエリア３０内に前方送

水用の前方送水用開口部１１を備え、送気送水ノズル７

と前方送水用開口部１１からの流体で汚物を環流させて

吸水排出する内視鏡装置。

　【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 観 察 視 野 方 向 に 突 出
す る 先 端 フ ー ド 部 材 を 一 体 も し く は 着 脱 可 能 に 設 け た 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 面 に 、 前 記 先 端 部 の 軸 芯 か ら 偏 芯 さ せ た 位 置 に 設 け た
観 察 光 学 系 入 射 端 及 び 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 と 、
　 こ の 観 察 光 学 系 入 射 端 に 対 し て 、 送 気 送 水 す る 送 気 送 水 ノ ズ ル と 、
　 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 と 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル と を 結 ん だ 線 に よ り 分 割 さ れ た 前 記 先 端 部
の 先 端 面 の 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 離 れ た エ リ ア 内 に 前 方 送 水 用 に 設 け た 前 方 送 水
用 開 口 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し た 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 観 察 視 野 方 向 に 突 出
す る 先 端 フ ー ド 部 材 を 一 体 も し く は 着 脱 可 能 に 設 け た 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 面 に 、 前 記 先 端 部 の 軸 芯 か ら 偏 芯 さ せ た 位 置 に 設 け た
観 察 光 学 系 入 射 端 及 び 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 と 、
　 こ の 観 察 光 学 系 入 射 端 に 対 し て 、 送 気 送 水 す る 送 気 送 水 ノ ズ ル と 、
　 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 と 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル と を 結 ん だ 線 の 観 察 光 学 系 入 射 端 側 の 延 長
線 上 に 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル か ら 送 出 さ れ た 流 体 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 離 れ た
エ リ ア 内 に 流 動 す る よ う に 前 記 先 端 フ ー ド 部 材 の 内 壁 に 設 け た 流 体 案 内 用 突 堤 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し た 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ー ド 付 き 内 視 鏡 装 置 に 関 し 、 特 に フ ー ド 内 に 滞 留 す る 流 体 や 汚 物 な ど を 効
率 的 に 除 去 排 出 し て 、 良 好 な 観 察 視 野 が 確 保 で き る 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 管 腔 内 診 断 や 患 部 の 処 置 や 治 療 等 に 内 視 鏡 装 置 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 装
置 は 、 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 な 挿 入 部 と 、 こ の 挿 入 部 の 基 端 に 連 設 さ れ た 操 作 部 か ら な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 挿 入 部 は 、 可 撓 性 部 材 で 形 成 さ れ 基 端 に 前 記 操 作 部 が 連 設 さ れ た 可 撓 管 部 と 、 こ の
可 撓 管 部 の 先 端 に 連 設 さ れ 複 数 の 湾 曲 駒 か ら な る 湾 曲 部 と 、 こ の 湾 曲 部 の 先 端 に 連 設 さ れ
た 硬 質 部 材 で 形 成 さ れ た 先 端 部 か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 湾 曲 部 を 湾 曲 操 作 す る 湾 曲 ノ ブ 、 観 察 光 学 系 の 接 眼 部 、 照 明 光 源 に
接 続 す る ラ イ ト ガ イ ド コ ー ド 、 処 置 や 治 療 用 の 鉗 子 挿 入 孔 、 送 水 及 び 送 気 ス イ ッ チ 、 吸 水
及 び 吸 気 ス イ ッ チ 、 及 び 送 水 ・ 送 気 ポ ン プ と 吸 水 ・ 吸 気 ポ ン プ 接 続 用 コ ネ ク タ 等 か ら な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 操 作 部 と 前 記 挿 入 部 の 先 端 部 に は 、 前 記 観 察 光 学 系 の 接 眼 部 に 接 続 さ れ た イ メ ー ジ
ガ イ ド フ ァ イ バ ー バ ン ド ル 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ー ド に 接 続 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
ー バ ン ド ル 、 鉗 子 挿 入 孔 に 接 続 さ れ た 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 、 及 び 送 水 ・ 送 気 ポ ン プ 接 続 用 コ ネ
ク タ に 接 続 さ れ た 送 水 ・ 送 気 チ ャ ン ネ ル 等 が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 面 に は 、 前 記 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ ー バ ン ド ル の 先
端 が 配 置 さ れ た 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ー バ ン ド ル の 先 端 が 配
置 さ れ た 照 明 光 学 系 出 射 端 開 口 、 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 連 通 し た 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 、
及 び 前 記 送 水 ・ 送 気 チ ャ ン ネ ル の 先 端 が 接 続 さ れ た 送 水 ・ 送 気 ノ ズ ル が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル は 、 吸 水 ・ 吸 気 チ ャ ン ネ ル を 兼 用 し て お り 、 操 作 部 の 鉗 子 挿
入 孔 の 近 傍 で 、 吸 水 ・ 吸 気 ポ ン プ と 接 続 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 内 視 鏡 装 置 を 用 い て 管 腔 内 を 観 察 し 、 処 置 や 治 療 等 を 行 う 際 に 、 前 記
照 明 光 学 系 出 射 端 開 口 か ら の 照 明 光 で 照 明 さ れ た 被 写 体 を 観 察 光 学 系 で 鮮 明 に 視 認 す る た
め に 、 被 写 体 と 挿 入 部 の 先 端 部 と の 間 の 最 接 近 距 離 を 所 定 の 値 に 保 持 さ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の た め に 、 動 き や す い 粘 膜 を 観 察 し 、 処 置 や 治 療 等 を 行 う 際 に は 、 被 写 体 で あ る 粘 膜
と 、 先 端 部 と の 間 の 最 接 近 距 離 を 所 定 の 値 に 維 持 さ せ る た め に 、 前 記 先 端 部 に フ ー ド 部 材
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 先 端 部 に 設 け ら れ る フ ー ド 部 材 は 、 前 記 先 端 部 か ら 観 察 視 野 方 向 に 所 定 の 寸 法 突 出
さ せ た 略 円 筒 形 状 の フ ー ド 部 か ら な っ て い る 。 こ の フ ー ド 部 の 前 面 端 を 被 写 体 で あ る 粘 膜
に 当 接 さ せ る こ と で 、 被 写 体 と 先 端 部 の 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 と の 最 接 近 距 離 を 確 保 す る
よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 内 視 鏡 診 断 治 療 処 置 に お い て 、 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 の 視 野 を 確 保 す る た め
に 、 前 記 送 水 ・ 送 気 ノ ズ ル か ら 送 水 及 び 送 気 を 行 い 、 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 に 付 着 し
た 汚 物 除 去 等 の 洗 浄 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 の 洗 浄 に 用 い た 流 体 、 あ る い は 除 去 し た 汚 物 等 は 、 前 記 鉗 子
チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 用 い て 吸 引 排 出 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 フ ー ド 部 材 を 用 い て 最 接 近 距 離 を 維 持 さ せ な が ら 内 視 鏡 観 察 し 、 処 置 や 治 療 時 に 、
前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 の 洗 浄 を 行 っ た 際 に 、 洗 浄 に 使 用 し た 流 体 及 び 汚 物 が フ ー ド 部
材 内 で 滞 留 す る が 、 こ の 滞 留 物 は 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 介 し て
管 腔 外 へ と 吸 引 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し 、 フ ー ド 部 材 内 で 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 離 れ た 位 置 に 滞 留 し て い る 流 体 及
び 汚 物 が 効 果 的 に 除 去 で き な く 、 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 の 視 野 内 に 滞 留 物 が 入 り 込 み 良 好
な 視 野 が 得 ら れ な い こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の た め に 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 設 け ら れ る フ ー ド 部 材 に 、 先 端 部 の 送 水 ・ 送 気 ノ ズ ル と
観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 に 対 向 し て 、 排 出 口 を 設 け た 内 視 鏡 も 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 昭 ５ ９ － １ ５ ６ ０ ５ 号 公 報 。
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ５ ６ － ７ ５ ９ １ ２ 号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ に 提 案 さ れ て い る フ ー ド 部 材 を 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 に 設 け て 、 内 視 鏡
観 察 治 療 処 置 に お い て 、 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 を 洗 浄 す る た め に 、 送 水 ・ 送 気 ノ ズ ル
か ら 流 体 を 吹 き 付 け 、 そ の 洗 浄 後 の フ ー ド 部 材 内 に 滞 留 す る 流 体 及 び 汚 物 等 は 鉗 子 チ ャ ン
ネ ル 開 口 部 に よ り 管 腔 外 へ と 吸 引 排 出 す る が 、 前 述 し た よ う に 、 流 体 や 汚 物 を 吸 引 す る 鉗
子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 離 れ た フ ー ド 部 材 内 位 置 に 滞 留 し て い る 流 体 や 汚 物 が 効 果 的 に 除
去 で き な い た め に 、 残 存 し た 流 体 や 汚 物 が 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 の 視 野 内 に 入 り 込 み 被 写
体 を 不 鮮 明 し た り 観 察 視 野 を 狭 く す る 不 具 合 が 発 生 す る 可 能 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 特 許 文 献 ２ に 提 案 さ れ て い る フ ー ド 部 材 を 用 い た 内 視 鏡 装 置 は 、 フ ー ド 部 材
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内 に 入 り 込 ん だ 汚 物 や 流 体 を 除 去 し よ う と し た 場 合 、 送 水 ・ 送 気 ノ ズ ル と 、 観 察 光 学 系 入
射 端 開 口 と を 結 ん だ 延 長 線 上 に 排 出 口 が 設 け ら れ て い る た め に 、 そ の 送 水 ・ 送 気 ノ イ ズ か
ら 排 出 口 で 形 成 さ れ る 範 囲 に 滞 留 す る 流 体 や 汚 物 は 排 出 可 能 で あ る が 、 送 水 ・ 送 気 ノ イ ズ
と 排 出 口 で 形 成 さ れ る 範 囲 外 に 滞 留 す る 流 体 や 汚 物 が 効 果 的 に 除 去 で き な い た め に 、 残 存
し た 流 体 や 汚 物 が 観 察 光 学 系 入 射 端 開 口 の 視 野 内 に 入 り 込 み 被 写 体 を 不 鮮 明 に し た り 、 観
察 視 野 を 狭 く す る 不 具 合 が 発 生 す る 可 能 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 と 被 写 体 と の
最 接 近 距 離 を 維 持 す る た め の フ ー ド 部 材 を 有 し 、 良 好 な 観 察 視 野 を 確 保 す る た め に 観 察 光
学 系 入 射 端 開 口 を 洗 浄 し た 際 の フ ー ド 部 材 内 に 滞 留 す る 流 体 や 汚 物 を 効 果 的 に 除 去 排 出 す
る こ と が 可 能 な 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 は 、 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 前 記 内 視 鏡 挿 入
部 の 観 察 視 野 方 向 に 突 出 す る 先 端 フ ー ド 部 材 を 一 体 も し く は 着 脱 可 能 に 設 け た 内 視 鏡 装 置
に お い て 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 面 に 、 前 記 先 端 部 の 軸 芯 か ら 偏 芯 さ せ た 位 置
に 設 け た 観 察 光 学 系 入 射 端 及 び 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 と 、 こ の 観 察 光 学 系 入 射 端 に 対 し て
、 送 気 送 水 す る 送 気 送 水 ノ ズ ル と 、 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 と 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル と を 結 ん
だ 線 に よ り 分 割 さ れ た 前 記 先 端 部 の 先 端 面 の 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 離 れ た エ リ ア
内 に 前 方 送 水 用 に 設 け た 前 方 送 水 用 開 口 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 は 、 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 前 記 内 視
鏡 挿 入 部 の 観 察 視 野 方 向 に 突 出 す る 先 端 フ ー ド 部 材 を 一 体 も し く は 着 脱 可 能 に 設 け た 内 視
鏡 装 置 に お い て 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 面 に 、 前 記 先 端 部 の 軸 芯 か ら 偏 芯 さ せ
た 位 置 に 設 け た 観 察 光 学 系 入 射 端 及 び 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 と 、 こ の 観 察 光 学 系 入 射 端 に
対 し て 、 送 気 送 水 す る 送 気 送 水 ノ ズ ル と 、 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 と 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル と
を 結 ん だ 線 の 観 察 光 学 系 入 射 端 側 の 延 長 線 上 に 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル か ら 送 出 さ れ た 流 体
を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 離 れ た エ リ ア 内 に 流 動 す る よ う に 前 記 先 端 フ ー ド 部 材 の
内 壁 に 設 け た 流 体 案 内 用 突 堤 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に よ り 、 先 端 フ ー ド 部 材 内 に 滞 留 す る 流 体 や 汚 物 を 効 率 よ く 吸 引 排
出 す る こ と で き 、 観 察 光 学 系 入 射 端 の 視 野 の 確 保 と 鮮 明 被 写 体 の 観 察 が 可 能 と な っ た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 挿 入 部 先 端 と 被 写 体 の 最 接 近 距 離 を 確 保 す る 先 端 フ ー ド
部 材 内 に 滞 留 す る 流 体 や 汚 物 を 効 果 的 に 除 去 で き 、 観 察 光 学 系 入 射 端 の 視 野 確 保 と 鮮 明 な
被 写 体 が 観 察 で き る 効 果 を 有 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 最 初 に 、 図 １ 乃 至
図 ３ を 用 い て 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 一 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 図 １
は 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 先 端 フ ー ド 部 材 を 設 け た 内 視 鏡 挿
入 部 の 先 端 部 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る
先 端 フ ー ド 部 材 を 設 け た 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 を 示 す 正 面 図 、 図 ３ は 本 発 明 に 関 す る 内 視
鏡 装 置 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 図 ２ の 図 中 切 断 線 Ｐ － Ｐ か ら 切 断 し た 内 視 鏡 挿 入 部 の 先
端 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 鏡 挿 入 部 ６ の 先 端 部 ５ の 先 端 面 ２ ０ に は
、 こ の 先 端 部 ５ の 先 端 面 ２ ０ の 軸 芯 か ら 偏 芯 し た 位 置 に 設 け ら れ た 観 察 光 学 系 入 射 端 １ 、
少 な く と も １ つ 以 上 の 照 明 光 学 系 出 射 端 ２ 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ 、 送 気 送 水 ノ ズ ル ７
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、 及 び 前 方 送 水 用 開 口 部 １ １ 等 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 内 視 鏡 挿 入 部 ６ の 先 端 部 ５ に は 、 略 円 筒 状 で 、 先 端 部 ５ の 先 端 面 ２ ０ か ら 観 察 視 野
方 向 に 突 出 し た フ ー ド を 有 す る 先 端 フ ー ド 部 材 ４ が 一 体 ま た は 着 脱 可 能 に 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 先 端 フ ー ド 部 材 ４ の 前 記 先 端 部 ５ の 先 端 面 ２ ０ か ら の 突 出 量 は 、 前 記 先 端 部 ５ の 少
な く と も 観 察 光 学 系 入 射 端 １ と 被 写 体 と の 最 接 近 距 離 を 維 持 す る た め に 必 要 な 長 さ と し 、
か つ 、 先 端 フ ー ド 部 材 ４ の 前 端 部 が 前 記 観 察 光 学 系 入 力 端 １ の 視 野 範 囲 に 入 り 込 ま な い 形
状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 １ に は 、 対 物 レ ン ズ が 配 置 さ れ 、 こ の 対 物 レ ン ズ の 最 先 端 レ ン ズ
が 先 端 部 ５ の 観 察 光 学 系 入 射 端 １ と し て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 対 物 レ ン ズ の 内 視 鏡 挿 入 部
６ の 基 端 側 に は 、 観 察 光 を 導 光 す る イ メ ー ジ フ ァ イ バ ー バ ン ド ル ２ ３ の 観 察 光 入 射 端 面 が
配 置 さ れ て い る 。 ま た は 、 前 記 対 物 レ ン ズ の 内 視 鏡 挿 入 部 ６ の 基 端 側 の 焦 点 位 置 に 撮 像 素
子 を 配 置 さ せ た 電 子 内 視 鏡 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 照 明 光 学 系 出 射 端 ２ に は 、 照 明 レ ン ズ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 照 明 レ ン ズ の 内 視 鏡
挿 入 部 ６ の 基 端 側 に は 、 照 明 光 を 導 光 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ ー バ ン ド ル ２ ２ の 照 明 光
出 射 端 面 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ に は 、 図 示 し て い な い 処 置 や 治 療 等 の 鉗 子 を 挿 通 す る と 共
に 、 吸 水 ・ 吸 気 を 兼 用 す る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 連 通 し て い る 。 こ の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ
れ た 鉗 子 は 、 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ か ら 先 端 部 ５ の 観 察 視 野 方 向 に 突 出 し て 、 患 部
の 処 置 や 治 療 等 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ は 、 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 １ の 対 物 レ ン ズ の 最 先 端 レ ズ に 対 し て
、 洗 浄 用 の 流 体 を 噴 出 さ せ る よ う に 設 け ら れ て い る 。 こ の 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ に は 、 図 示 し
て い な い 送 気 送 水 チ ャ ン ネ ル が 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 更 に 、 前 記 前 方 送 水 用 開 口 部 １ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 先 端 部 ５ の 先 端 面 ２ ０ に 設 け
ら れ た 観 察 光 学 系 入 射 端 １ と 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ を 結 ぶ 直 線 Ａ － Ａ で 区 切 り 、 こ の 直 線 Ａ －
Ａ で 区 切 ら れ た 前 記 先 端 部 ５ の 先 端 面 ２ ０ の 狭 い 方 の エ リ ア ま た は 吸 気 吸 水 口 を 兼 ね る 鉗
子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ か ら 離 れ た エ リ ア （ 図 ２ の 図 中 斜 線 で 示 す エ リ ア ） ３ ０ 内 に 設 置 さ
れ て い る 。 こ の 前 方 送 水 用 開 口 部 １ １ に は 、 前 記 先 端 部 ５ か ら 挿 入 部 ６ の 基 端 に 配 置 さ れ
た 前 方 送 水 用 管 路 １ １ ａ が 連 通 さ れ て 、 前 記 挿 入 部 ６ の 基 端 に 連 設 さ れ て い る 操 作 部 に 接
続 さ れ た 送 水 ポ ン プ へ と 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 内 視 鏡 装 置 に よ る 内 視 鏡 観 察 に よ る 処 置 や 治 療 等 の 作 用 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 先 端 部 ５ に 先 端 フ ー ド 部 材 ４ を 設 け た 内 視 鏡 挿 入 部 ６ を 管 腔 内 に 挿 入 し て 、 観 察 部
位 で あ る 粘 膜 に 前 記 先 端 フ ー ド 部 材 ４ の 前 端 を 当 接 さ せ て 、 最 接 近 距 離 を 維 持 さ せ な が ら
内 視 鏡 観 察 し 、 処 置 や 治 療 等 を 行 っ て い る 際 に 、 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 １ の 視 界 を 確 保 す
る た め に 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ か ら 前 記 観 察 光 学 系 入 力 端 １ に 対 し て 送 気 送 水 を 行 い 洗
浄 す る と 共 に 、 そ の 洗 浄 に 用 い た 流 体 と 洗 浄 さ れ た 残 渣 等 の 汚 物 を 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部
３ か ら 吸 引 し て 前 記 先 端 フ ー ド 部 材 ４ の 内 部 か ら 管 腔 外 へ と 排 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し か し 、 前 記 先 端 フ ー ド 部 材 ４ の 内 部 の 流 体 と 汚 物 は 、 そ の 流 体 と 汚 物 を 吸 気 吸 水 す る
鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ か ら 離 れ た 位 置 で あ る 前 記 エ リ ア ３ ０ 付 近 に 滞 留 し て 図 ３ に 示 す
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よ う に 汚 物 １ ０ が 残 存 す る こ と が 多 々 発 生 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の た め に 、 前 記 エ リ ア ３ ０ に 設 け た 前 方 送 水 用 開 口 部 １ １ か ら 流 体 を 噴 射 さ せ て 、 こ
の エ リ ア ３ ０ に 残 存 し て い る 汚 物 の 全 部 ま た は 一 部 を 吹 き 飛 ば す こ と で 、 前 記 鉗 子 チ ャ ン
ネ ル 開 口 部 ３ か ら の 排 出 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 つ ま り 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ と 前 方 送 水 用 開 口 部 １ １ か ら 略 同 時 に 洗 浄 用 の 流 体 を 噴
射 さ せ る と 、 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ か ら の 流 体 は 観 察 光 学 系 入 射 端 １ の 対 物 レ ン ズ 面 を 洗 浄 し
、 前 方 送 水 用 開 口 部 １ １ か ら の 流 体 は エ リ ア ３ ０ 付 近 に 滞 留 す る 汚 物 を 吹 き 飛 ば す こ と で
、 前 記 先 端 フ ー ド 部 材 ４ 内 の 洗 浄 液 体 と 汚 物 の 吸 引 排 出 が 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ か
ら 効 率 よ く 実 行 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 観 察 に よ る 処 置 や 治 療 時 の 観 察 光 学 系 の 視 野 の 確 保 と 鮮 明 な 被 写 体
像 の 観 察 が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 二 の 実 施 形 態 に つ い て 図 ４ と 図 ５ を 用 い て 説 明 す
る 。 な お 、 図 ４ は 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 二 の 実 施 形 態 に お け る 先 端 フ ー ド 部 材 を
設 け た 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 を 示 す 正 面 図 。 図 ５ は 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 二 の 実
施 形 態 に お け る 図 ４ の 図 中 切 断 線 Ｑ － Ｑ か ら 切 断 し た 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 断 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 第 二 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 ６ の 先 端 部 ５ の 構 成 は 、 前 述 し た 第 一 の 実 施 形 態 と
同 じ で あ る 。 こ の 第 二 の 実 施 形 態 と 前 述 し た 第 一 の 実 施 形 態 と の 相 違 は 、 先 端 フ ー ド 部 材
４ に あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 第 二 の 実 施 形 態 の 先 端 フ ー ド 部 材 ４ は 、 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 ６
の 先 端 部 ５ の 先 端 面 か ら 観 察 視 野 方 向 に 突 出 さ せ た フ ー ド 部 の 内 壁 面 に 流 体 案 内 用 の 突 堤
１ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 流 体 案 内 用 の 突 堤 １ ２ は 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 ６ の 先 端 部 ５ に 設 け ら れ た 観 察 光 学 系
入 射 端 １ と 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ を 結 ん だ 延 長 線 上 で 観 察 光 学 系 入 射 端 １ の 側 に 設 け ら れ て い
る 。 こ の 流 体 案 内 用 の 突 堤 １ ２ の 形 状 は 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ 近 辺 を 中 心 と し て 、 前 記
送 気 送 水 ノ ズ ル ７ と 観 察 光 学 系 入 射 端 １ を 結 ぶ 延 長 線 上 の 近 傍 か ら 前 記 エ リ ア ３ ０ 内 に 円
弧 が 描 か れ た 形 状 と な っ て い る 。 つ ま り 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ か ら 観 察 光 学 系 入 射 端 １
に 噴 射 さ れ た 流 体 が 、 こ の 流 体 案 内 用 の 突 堤 １ ２ の 円 弧 に 沿 っ て 前 記 エ リ ア ３ ０ 側 へ と 流
動 案 内 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 こ の 流 体 案 内 用 突 堤 １ ２ の 先 端 フ ー ド 部 材 ４ の 軸
方 向 の 厚 み は 、 前 記 送 気 送 水 ノ イ ズ ７ か ら の 噴 射 流 体 を 前 記 エ リ ア ３ ０ 方 向 に 流 動 案 内 さ
せ る 厚 さ に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 １ の 視 野 範 囲 に 入 り 込 ま な い よ
う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 即 ち 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ か ら 観 察 光 学 系 入 射 端 １ に 噴 射 さ れ た 流 体 は 、 観 察 光 学 系
入 射 端 １ の 被 写 体 レ ン ズ 面 を 洗 浄 後 、 前 記 流 体 案 内 用 の 突 堤 １ ２ の 円 弧 に 案 内 さ れ て エ リ
ア ３ ０ 側 へ と 流 動 さ れ る と 共 に 、 先 端 フ ー ド 部 材 ４ の 内 周 壁 に 沿 っ て 環 流 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ か ら 観 察 光 学 系 入 射 端 １ へ 噴 射 さ れ た 洗 浄 流 体 と 洗
浄 さ れ た 汚 物 は 、 流 体 案 内 用 の 突 堤 １ ２ に よ り 強 制 的 に 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ か ら 離 れ
た エ リ ア ３ ０ 部 分 へ と 流 動 し 、 か つ 、 先 端 フ ー ド 部 材 ４ の 内 壁 に 沿 っ て 環 流 し て 、 前 記 鉗
子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ か ら 吸 水 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 な お 、 前 記 エ リ ア ３ ０ に 前 記 前 方 送 水 用 開 口 部 １ １ を 設 け な く て も 良 い が 、 前 方 送 水 用
開 口 部 １ １ が 設 け ら れ て い る と 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル ７ か ら 噴 射 さ れ て 前 記 流 体 案 内 の 突
堤 １ ２ で 案 内 流 動 さ れ る 流 体 と 、 前 方 送 水 用 開 口 部 １ １ か ら 噴 射 さ れ た 流 体 と が 先 端 フ ー
ド 部 材 ４ の 内 部 で 交 差 乱 流 す る こ と で 、 流 体 や 汚 物 の 残 存 が 解 消 で き 効 率 的 に 鉗 子 チ ャ ン
ネ ル 開 口 部 ３ か ら 吸 水 排 出 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 述 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 の 説 明 に お い て 、 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ は 、 前 記 送 気
送 水 ズ ル ７ 、 及 び 前 方 送 水 開 口 部 １ １ か ら 噴 射 さ せ た 流 体 や 、 そ の 流 体 で 洗 浄 さ れ た 汚 物
等 を 吸 引 排 出 す る 吸 水 ・ 吸 気 開 口 部 を 兼 用 さ せ た が 、 こ の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 ３ の 近 傍
に 吸 水 吸 気 専 用 開 口 部 を 設 け て も 良 く い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 従 っ て 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 は 、 処 置 治 療 等 の 鉗 子 挿 通 開 口 と 、 流 体 の 吸 水 ・ 吸 気 の
開 口 と が 兼 用 さ れ て い る 場 合 に 限 定 さ れ も の で は な く 、 処 置 治 療 等 の 鉗 子 挿 通 専 用 の 鉗 子
チ ャ ン ネ ル 開 口 部 と 、 流 体 の 吸 水 ・ 吸 気 専 用 の チ ャ ン ネ ル 開 口 部 と が 個 別 に 設 け ら れ る 場
合 に も 適 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ［ 付 記 ］
　 以 上 詳 述 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の ご と き 構 成 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ 付 記 １ ） 　 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 観 察 視
野 方 向 に 突 出 す る 先 端 フ ー ド 部 材 を 一 体 も し く は 着 脱 可 能 に 設 け た 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 面 に 、 前 記 先 端 部 の 軸 芯 か ら 偏 芯 さ せ た 位 置 に 設 け た
観 察 光 学 系 入 射 端 及 び 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 と 、
　 こ の 観 察 光 学 系 入 射 端 に 対 し て 、 送 気 送 水 す る 送 気 送 水 ノ ズ ル と 、
　 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 と 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル と を 結 ん だ 線 に よ り 分 割 さ れ た 前 記 先 端 部
の 先 端 面 の 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 離 れ た エ リ ア 内 に 前 方 送 水 用 に 設 け た 前 方 送 水
用 開 口 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し た 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 付 記 ２ ） 　 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 観 察 視
野 方 向 に 突 出 す る 先 端 フ ー ド 部 材 を 一 体 も し く は 着 脱 可 能 に 設 け た 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
　 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 面 に 、 前 記 先 端 部 の 軸 芯 か ら 偏 芯 さ せ た 位 置 に 設 け た
観 察 光 学 系 入 射 端 及 び 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 と 、
　 こ の 観 察 光 学 系 入 射 端 に 対 し て 、 送 気 送 水 す る 送 気 送 水 ノ ズ ル と 、
　 前 記 観 察 光 学 系 入 射 端 と 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル と を 結 ん だ 線 の 観 察 光 学 系 入 射 端 側 の 延 長
線 上 に 、 前 記 送 気 送 水 ノ ズ ル か ら 送 出 さ れ た 流 体 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 離 れ た
エ リ ア 内 に 流 動 す る よ う に 前 記 先 端 フ ー ド 部 材 の 内 壁 に 設 け た 流 体 案 内 用 突 堤 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と し た 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 付 記 ３ ） 　 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 先 端 面 に 設 け ら れ た 、 前 記 流 体 案 内 用 突 堤 で
形 成 さ れ る 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部 か ら 離 れ た エ リ ア 内 に 、 前 方 送 水 用 開 口 を 設 け た 設
け た こ と を 特 徴 と し た 付 記 ２ 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 付 記 ４ ） 　 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 に 、 前 記 内 視 鏡 の 観 察 視 野 方 向
に 突 出 す る 突 出 部 を 有 す る 内 視 鏡 用 先 端 フ ー ド 部 材 を 一 体 的 も し く は 着 脱 可 能 に 装 着 可 能
な 内 視 鏡 に お い て 、
　 対 物 レ ン ズ は 内 視 鏡 先 端 の 軸 芯 か ら 偏 芯 し て お り 、 ノ ズ ル と 対 物 レ ン ズ を 結 ん だ 線 に よ
っ て 分 割 さ れ る 内 視 鏡 先 端 の 狭 い 方 の エ リ ア に 前 方 送 水 用 の 開 口 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ２ 】

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-65872 A 2005.3.17



　 （ 付 記 ５ ） 　 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 に 一 体 的 も し く は 着 脱 可 能 に 設
け ら れ 、 前 記 内 視 鏡 の 観 察 視 野 方 向 に 突 出 す る 突 出 部 を 有 す る 内 視 鏡 用 先 端 フ ー ド 部 材 に
お い て 、
　 ノ ズ ル と 対 物 レ ン ズ を 結 ん だ 線 の 対 物 レ ン ズ 側 の 延 長 線 上 に 、 ノ ズ ル か ら 送 出 さ れ た 流
体 が チ ャ ン ネ ル 開 口 部 と 逆 側 の エ リ ア に 流 れ や す い よ う な 形 状 を 有 す る 突 起 部 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 先 端 フ ー ド 部 材 を 設 け た 内
視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 先 端 フ ー ド 部 材 を 設 け た 内
視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 一 の 実 施 形 態 に お け る 図 ２ の 図 中 切 断 線 Ｐ － Ｐ か
ら 切 断 し た 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 二 の 実 施 形 態 に お け る 先 端 フ ー ド 部 材 を 設 け た 内
視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 関 す る 内 視 鏡 装 置 の 第 二 の 実 施 形 態 に お け る 図 ４ の 図 中 切 断 線 Ｑ － Ｑ か
ら 切 断 し た 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 部 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 　 　 １ … 観 察 光 学 系 入 射 端
　 　 　 ２ … 照 明 光 学 系 出 射 端
　 　 　 ３ … 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 開 口 部
　 　 　 ４ … 先 端 フ ー ド 部 材
　 　 　 ５ … 先 端 部
　 　 　 ６ … 内 視 鏡 挿 入 部
　 　 　 ７ … 送 気 送 水 ノ ズ ル
　 　 　 １ ０ … 汚 物
　 　 　 １ １ … 前 方 送 水 用 開 口 部
　 　 　 ２ ０ … 先 端 面
　 　 　 代 理 人 　 　 　 弁 理 士 　 　 　 伊 　 藤 　 　 進
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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